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麹菌 Aspergillus oryzae の生産するプロテアーゼは，醤油醸造において原料タンパク質を分解し，醤油の呈味成分
であるアミノ酸やペプチドを生成する重要な働きを行っている。本論文は，麹菌のフ。ロテアーゼの改良を行うにおい
て，基礎的に必要な本酵素の分子生物学知見を得るため，アルカリプロテアーゼと中性プロテアーゼ E の2種のプロ























ゼH に注目し， cDNA Aの構造解析および、酵母で、の発現を行った結果をまとめたものであり，主な成果は次の通りで
ある。




2) アルカリプロテアーゼおよび中性プロテアーゼE の cDNA を酵母に導入し，発現させることに成功している。
また，その酵母で生産した2種のプロテアーゼは，それぞれ，麹菌より生産された酵素と同じ性質を示すことを見
いだしている。このことは，酵母での発現系により，両プロテアーゼのタンパク質工学的研究が可能であること
を示しているO
3) アルカリプロテアーゼおよび中性プロテアーゼE のプロ体より成熟体へのプロセシングは，自己のタンパク質
消化活性によることを示唆している。他の数種の微生物由来のプロテアーゼにおいても同様の結果が報告されて
おり，麹菌のフ。ロテアーゼも例外でないことを示している。
以上のように，本論文は麹菌の2種のフ。ロテアーゼについて，多くの新しい知見を与えており，その成果は基礎分子
生物学および醸造微生物の育種に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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